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北海道のシマフクロウKetupαblakistoniの主要な音声
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摘 要

野生と飼育下のシマフクロウKetupαblakistoni成鳥の代表的な音声を録音L，ソナグラム
を作成し，音声の個体差と性差を調べた。成鳥雄の音声は「ボーポー」と 2音節に聞こえ，ソ

ナグラムは二つの部分からなり，周波数はそれぞれ240士10Hz， 237士7Hzであった。成鳥雌の

音声は2音節目「ボーポー」のほか， 1音節の「ボォーォッ」または「ボォー」と聞こえ，ほ

とんどのソナグラムは右下がりで， 1音節めの周波数は188ct8 H"終点で160土15Hzであった。

雌雄の単独個体でも，周波数はつがいのものと異なることはなく，成鳥の雌雄は周波数により

容易に判別できた。ソナグラムの要素の各計測部祉を変数として判別分析を行った結果.80% 

以上の正判別率が得られ，音声の周波数により向性問でも個体識別可能な場合があるといえる。

幼鳥の音声は411土0.37kH，から275士0.13kH，へと変調し，ソナグラムは右下がりとなり，

成鳥の代表的な音声のソナグラムの形とは全く異なった。生後2年自の分散途中の雌はすでに

成鳥と同じタイプの音声を発した。
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シマフクロウ (Ketupαblakistoni)は北海道，南

千島(国後，択捉，色丹)，サハリン，ロンア沿海地

方，オホーツク海沿岸，中国東北地方に生息する大型

のフクロウである CVorob'ev1954， Nechaev 1969， 

1991， Stepanyan 1975)。日本では北海道東部にだけ

分布し(日本烏学会1974)，その生息数は80-100羽と

少なく，絶滅が危倶されている(環境庁 1991)。現

在，環境庁の野生生物保護増殖計画の一環として，シ

マフクロウの保護事業が行われており，そのなかで各

地に生息するνマフクロウの足環標識による個体識別

や細胞を採取し染色体による性別判定が行われてい

る。しかし，これらの方法は一度捕獲することが必要

であるため，生息が確認されている全ての個体が識別

または性別判定されているわけではない。

シマフクロウ白音声としてよく知られているのは，

雌雄のなき交わいすなわち「二重唱JCPukinsky 

1974)である。これ以外にも求愛給餌のとき白声や警

戒声があり乱h本 1989， Brazil & Yamamoto 1989)， 
雄は8種類，雌は6種類，幼鳥は4種類の音声をもっ

という報告もある(阿寒国立公園管理事務所 1989)。
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